
● 最近、ブドウえそ果病の問い合わ

せが増加しています。 

● 本病はウィルス病の一種です。葉

はモザイク症状を示し、新梢は節

間が短縮し、果実表面から内部に

壊死がみられます(図)。 

● 巨峰系品種に多く症状が認められ

ます。 

● 対策は、ウィルスフリー樹の確保

とともに、石灰硫黄合剤等の休眠

期散布により媒介虫となるブドウ

ハモグリダニの防除が重要です。 

 

● 甲州式ブドウ棚の存在は令和 4年に

峡東地域の果樹農業システムが世界

農業遺産に認定される大きな要因と

なりました。 

● ブドウ棚内の構成部の中でも隅杭は

大型で重い棚を四隅で支えており、

ブドウ棚の｢顔｣と言える部分です。 

● 園の傾斜や樹の管理状況に応じて、

ペンチを使って作業する職人の個性

が現れやすい部分でもあります。 

● 近年はブドウ価格が安定し、栽培熱

が向上しているため新規に開設する

ブドウ棚が増加しています。 
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果樹農家のみなさまへ、時季ごとの耳より情報をお届けします 

■中央支所     TEL：0553-22-5056     ■北部支所   TEL：0551-23-1111 

■南アルプス支所  TEL：055-282-0443        ■富士支所   TEL：0554-45-6611 

山梨県農業共済組合 

■本所 甲府市宝 1-21-20  TEL：055-228-4711 山梨 

隅杭マニア 

えそ果病防除の徹底を！ 

図 えそ果病の発生した葉および果実(ピオーネ) 

写真 甲州式ブドウ棚６園の隅杭 


